
▲外国語指導助手
　タイラー・カーティス
　　　　　　　　　　さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は自転車に乗って生徒の黄色い帽子とランドセルを追いか
　　　　　　　　　　　　　　　　　ける。「おはようございます」という声が私を過ぎていく。生
　　　　　　　　　　　　　　　　　徒から、温かく心のこもった挨拶が重なり合って、寄せる波の
　　　　　　　　　　　　　　　　　ように返ってくる。「タイラ先生、タイラ先生」。私は単なる
　　　　　　　　　　　　　　　　　一人の外国人ではない。生徒もただの子どもではない。
　私の生徒は全員同じような質問をする。「アメリカにはどんな食べ物がある？」「みんなタイラ先
生みたいに毛がいっぱい生えている？」簡単な質問には、どんな答えでも良いだろうと思い、ステレ
オタイプのまま答えることもある。生徒には「アメリカ人は大食で、体の大きい人が多い」と言い、
生徒の両親には「アメリカは世界に対して、身勝手に自由や発展や幸福を主張する」などと答える。
　しかし、私はアメリカの人口３億3000万人の代表にはなれないのだ。「どこから来たの？」と聞か
れたら、「アメリカのオレゴン州の西海岸にある小さな町」と答える。「アメリカの食べ物は何が好
き？」なら、「チーズケーキとパンプキンパイ」。大体、生徒に質問される時、基本的なステレオタ
イプの答えよりも、私の個人的な意見から話し、例を挙げる場合が多い。なぜそう聞いたのかと聞き
返し、生徒にもそうやって聞き返すように勇気付ける。そして、ハグやハイタッチをする。
　日本の生徒は、身の回りのさまざまなものから英語を見聞きし、これによって曖昧な外国のイメー
ジがわいてくる。しかし私は運が良いことに、生徒の悩みや希望などを聞き、より親密になれる。つ
まり、生徒にとって外国の顔であり、世界への関心の窓口になり、気軽に名前を呼んでもらえる存在
である。私にも、覚えなければならない名前がたくさんある。　　　　＜訳：国際交流員ケイレブ＞

Fine, Thank You, and You？
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